
第１学年後期   教科名：成人歯科保健論Ⅰ 

 

■一般目標（GIO） 

  

 歯科衛生アセスメントを実施するために，口腔内における客観的情報に

関する基礎的な知識を修得する。 

 受療中における患者の安全を確保するために，偶発事故の予防法と対応

法を理解する。 

 成人期への支援を行うために，心身や口腔の特徴や取り巻く社会環境な

どについて，課題学習を通して年齢に応じた変化を学び，歯科衛生士とし

ての対応を考察する。 

 

■到達目標（SBOs）  

・  口腔内における客観的情報収集の方法を説明できる。 

・  偶発事故の予防法と対応法を説明できる。 

・  成人期における歯科衛生士としての関わり方を具体的に説明できる。 

 

■ 

 

教 科 書 

 

： 

 

１歯科衛生学シリーズ  

歯科予防処置論・歯科保健指導論 （医歯薬出版） 

２歯科衛生学シリーズ 歯周病学（医歯薬出版） 

３プリント配布 

■ 参 考 書 ： 特に指定なし。 

■ 授 業 時 間 ： 水曜日 11：00～11：50 

■ ｵ ﾌ ｨ ｽ ｱ ﾜ ｰ ： 満足 愛（manzoku.ai@nihon-u.ac.jp） 

月曜日〜金曜日 ９：00〜17：00 

■ 授業の方法 ： スライドを用いた講義形式をシラバスに記載している内容に則し

て行う。また，課題学習では各自が調べた内容をもとにグループで

意見交換を行う。 

■ 準備学習・ 

準備学習時間 

 

： 
各々授業時間相当を充てて予習と復習を行うこと。 

■ 成績評価方法 ： 成績は前期（50％），後期（50％）を総合的に評価する。 

後期は，平常試験（各試験 10％），定期試験（30％）にて評価する。 

■ 注 意 事 項 ： 平常試験は２回実施する。グループでの意見交換は積極的に参加

するようにしてください。 

■ 実 務 経 験 ： 満足 愛：日本大学歯学部付属歯科病院にて口腔健康管理を

専門とした歯科衛生業務の経験と歯周病学会認定歯科衛生士

としての立場を基に，口腔疾患予防に必要な基礎的知識をわ

かりやすく学べる場を提供したいと考えている。 

■予定表  

授業日・担当者 講 義 項 目 学 修 目 的・到 達 目 標 

第１〜４回 

 10月２日 

客観的情報収集 ・ 口腔内の状態を把握するために

客観的情報の収集方法を説明で



授業日・担当者 講 義 項 目 学 修 目 的・到 達 目 標 

 10月９日 

 10月 16日 

 10月 23日 

 満足 愛 

きる。 

・ チャート用紙の記録方法を学

ぶ。 

・ 歯肉ならびに付着物・沈着物の

状態を記録用紙に記入する方法

を学ぶ。 

第５回 

 10月 30日 

 満足 愛 

洗浄と貼薬 

スケーラーの種類 

・ 口腔内洗浄と貼薬の目的，使用

薬剤および操作手順を説明でき

る。 

・ 手用スケーラーの種類と特徴に

ついて説明できる。 

第６・７回 

 11月６日 

 11月 13日 

 満足 愛 

偶発事故 ・ 偶発事故の予防法や対応法を説

明できる。 

第８〜10回 

 11月 20日 

11月 27日 

12月４日 

 満足 愛 

成人女性 ・ 課題学習を通して，年齢による

女性の変化について学ぶ。 

・ 成人女性に対する歯科衛生士の

対応を具体的に述べる。 

・ グループ間で意見交換をし，さ

まざまな考え方を知る。 

第 11回 

 12月 11日 

 満足 愛 

平常試験 ・ 成人女性について学んだ知識を

整理し，理解度を確認する。 

第 12〜14回 

 12月 18日 

１月８日 

 １月 15日 

 満足 愛 

成人男性 ・ 課題学習を通して，年齢による

男性の変化について学ぶ。 

・ 成人男性に対する歯科衛生士の

対応を具体的に述べる。 

・ グループ間で意見交換をし，さ

まざまな考え方を知る。 

第 15回 

 １月 22日 

 満足 愛 

平常試験 ・ 成人男性について学んだ知識を

整理し，理解度を確認する。 

 


